
        小牧幼稚園 園だより 第３７５号  ２０２２年５月 

       教育目標「神を敬い 人を愛し 平和を作り出す子どもを」 

       年主題「つながって」～今、わたしを生きる～ 

       年聖句「主がすべての災いを遠ざけて あなたを見守り 

 

  けやき  あなたの魂を見守ってくださるように。あなたの出で立つのも 

帰るのも 主が見守ってくださるように。今も、そしてとこしえに。」 

                           詩編１２１：７－８ 

 

 新学期も始まり、２ヶ月ほど経とうとしていますが、相変わらずコロナに翻弄され

ています。、子どもは毎日元気にしており、大人たちが右往左往して心配しているのを

構わず遊び回っています。今年度は、３歳児クラスの子どもの入園が少なかったため

３歳児クラスの様子が気になっていましたが、例年に比べ、のんびりと過ごしている

ようで、１年間の生活がどんな感じ、どんな様子になるか楽しみにしています。 

 ゴールデンウイーク中に少し本を読むことができました。その中で母子家庭での一

家心中（子殺しと言われるものを含んで）は明治以降、特に増えたのは、大正に入っ

てからで、江戸時代にはほとんど無かったと見られる、とありました。勿論、正確な

データは残っていないのですが、近代に入ってからは、色々な書物の中で残っている

ようです。その要因として、村落共同体意識の喪失が見られ、江戸時代では父親が亡

くなり、もしくは失踪しても、隣近所でその家庭の面倒を見る、その家庭の子どもを、

無条件で預かるのが当たり前、当然のことの様に行われていた。子どもは、社会の一

員・みんなで育てるという、生活様式があったということです。そんな共同体意識が

薄れ、母子家庭が孤立するようになり居場所がなくなり、最悪の結果になるケースが

増えてきた、と考えられるのです。 

 話が変わるのですが、コロナ感染が増えて、コロナのおかげ、と言って良いのか解

りませんが、普通のひと、一般の人たちが、積極的に助け合いに参加するようになっ

たこと、例えば子ども食堂を始めた人、街角で弁当を配り始めた人、私たちの目に触

れないところで、もっと多くの人が、動いていると思います。私たちも自分のできる

範囲で良いので、共同体に参加できたらと思います。この話題の続きで、アメリカな

どでは、養子縁組が増えていますが、アメリカでは色々な人種の夫婦がいますが、違

う異色の子との養子縁組をすることも今は珍しくないそうです。只、養子縁組の歴史

が長くなるにつれ、問題も出てきて、子どもが成長すれば、当然、反抗期が何度もあ

ります。幼児期の反抗期は、可愛いで済みましたが、成長につれ、親の側は、里子に

対し子育てに失望するケースが増え、その段階で、親子の別離が始まり、子が家を出

て、孤立することが多くみられるようになったそうです。勿論多くの家庭は、困難を

乗り越えて、共に成長していきますが、このことは、アメリカの社会問題になりつつ

あるようです。子どもは「ペット」ではないと叫ぶ人もいます。それは養子縁組のケ

ースだけでないでしょう。子育ての中で、常に自省しながら、我が子も同じ人間、同



じ家庭で共に育つ仲間意識をいつも持っていただけると幸いです。 

今年度も、また「家庭教育学級開講式」が中止になりました。開講式でお話したい

ことを、少し書きました。今年度のテーマ「つながって」～いまわたしを生きる～ 

を考えてみました。今回ような少し複雑な話で悲しい話しは、講演で述べるときとは

違い、文章が残ると考えると、中途半端な言い回しになってしまいました。是非、家

庭学級に参加し、一人でもお友達を作ってください。共同体を作る一歩に、家庭教育

学級を利用してください。１日も早くコロナの心配がなくなりプログラムが再開され

ますように願っています。 

 

６月給食メニュー 

６月 ２日（木） じゃじゃ麵 果物 

   ３日（金） カレーライス 果物 

   ７日（火） デニシュパン ソーセージ 果物 

   ９日（木） クリームスパゲティ 果物 

  １０日（金） けんちん丼 果物 

  １４日（火） クロワッサン 鶏の唐揚げ 果物 

  １６日（木） 五目春雨 ご飯 果物 

  １７日（金） ポークビーンズライス 果物 

  ２１日（火） デニシュパン ソーセージ 果物 

  ２３日（木） 五目御飯 果物 

  ２４日（金） カレーうどん 果物 

  ２８日（火） メープルワッフル サモサ 果物 

  ３０日（木） 五目冷や麦 果物 

７月 １日（金） ハヤシライス 果物 

＊食材によりメニューの変更もあります。 

 

☆花の日 

 ６月に花の日を持ちます。「花の日」は諸説ありますが、アメリカのレオナルド牧

師が、両親とその子らを神に捧げる日として、特別に礼拝を持ったのが始まりと云わ

れます。この日は色とりどりの花を持ち寄り、飾り、神の御業をたたえ、子どもたち

も花の様に麗しく育ててくださいと礼拝し、飾られたお花を、病気の人のお慰めにと

お届けしたそうです。コロナ以前は園の前の豊寿苑をみどり組が訪問し、お年寄りと

手遊びをしたりしましたが、今年も無理なようです。早く訪問できるようお祈りいた

します。 

 

☆園の出入り口に掲示して有りますが、今年度、愛知県警より「チャイルドシート使

用徹底モデル幼稚園」に委嘱されました。車でのお送り迎えは勿論、普段でも、子ど

もの安全のために、「チャイルドシート」の徹底使用を必ずお願いいたします。 



☆来年度入園に関するお知らせ。 

☆幼稚園見学会が始まります。 

６月２１日（火） 開始  １日二組の家庭の方にお集まり頂き、１０時３０分から

３０分ほど、園の説明、園内見学をして頂きます。前もって、電話等で予約をお願い

します。７月１９日（火）までおこないます。園の特別行事がある時は行いません。 

         0568-76-2736 

 

☆小牧幼稚園 来年度小牧幼稚園入園希望の子のための、「夏のわいわいクラブ」が

あります 

 ８月４・５・６日 プール遊び等を行います。詳細・申込用紙はホームページ別欄

で「２０２２年度 小牧幼稚園 夏のわいわいクラブ」をご覧ください。 

園でも申込書を配布しています。 

 

☆入園願書発行 ９月１日（木） 入園予約申込開始 

☆入園受付  １０月1日（土）  

 

＊その他、小牧市子育て世代包括支援センター（ラピオ内）において、小牧市内の幼

稚園の紹介があります。 

詳細は、小牧市子育て世代包括支援センターに問い合わせください。 


